
　　　ャンクＳＰＯＲＴＳ』
　　　　はダウンタウンの浜田
雅功氏がＭＣを務める人気番
組。今回は「プロ VS天才キッ
ズＳＰ」と題し、スポーツ各界
の次代を担う有望ジュニア選手
がプロに挑む特別企画が8月
16、23日の2週にわたって放
送された（注：地域によって放
送日は異なる）。
16日に放送されたボウリン

グ対決では、大阪在住のキッズ

ボウラー・水野聡太くん（7歳）
が人気Ｐ★リーガーの本間成美
プロ（47期）に挑戦。解説を現
女子プロ界の“絶対女王”姫路
麗プロ（33期）が務めた。
聡太くんは利き腕の右を上、

左手を下にしてボールを抱え込
むように構え、アプローチを小
走りに駆けてリリースする独特
の両手投げ。それでも抜群のコ
ントロールを誇り、自己ベスト
のスコアは215というから、

文字通りの“天才キッズ”だ。
一方の本間プロは2012年に

ＬＢＯ（日本女子ボウリング機
構＝13年解散）でデビューし、
14年のプロテストに合格して
ＪＰＢＡに転じた異色のキャリ
アの持ち主。171㌢の長身か
ら繰り出すスピードボールが魅
力のスレンダー美人だ。
収録会場は東京ポートボウ

ル。対決レーンの中央には“浜
田大明神”なる障害物が鎮座し
て視界からピンを遮り、ボール
を通すコースは左右両端に各
30㌢ほどしかない。意地悪な
までに難度の高い設定が視聴
者の興趣を誘った。　
　　番勝負の第1ラウンドは

　　　「ストライク対決」。クリ
ア条件は3投以内にストライク
を出すことだったが、聡太くん
は1投目ガター、2投目は障害
物にぶつけてしまい、早くもピ
ンチ。それでも3投目はキッチ
リ修正し、クリアはならなかっ
たものの9本を倒して“魅せ
た”！
対する本間プロは正確なコン

トロールで1投目8本、2投目9
本を倒し、3投目で見事ストラ
イク。第1ラウンドはプロが勝
利した。
第2ラウンドは「赤ピン狙い

撃ち」。③⑥ピンを除く8本が
セットされ、⑨ピンの位置に置

かれた赤ピンだけを3投以内に
倒すというもので、本間プロは
1投目であっさりとクリア。聡
太くんはまたしてもガタース
タートとなったが、さすがは天
才キッズ、2投目にクリアして
この勝負は引き分けに。
ラストの勝負はサドンデスの

「スプリット対決」。通常、残り
ピンとしてはあり得ない⑦⑧⑨
⑩の4本を先に全部倒したほう
が勝ちというルールだ。

これにはさすがに2人とも苦
戦。ボールを右サイドから大き
く曲げ、⑦⑧ピンのポケットを
攻める聡太くんに対し、本間プ
ロは⑨⑩のポケットを狙うが、
ピンは思うように真横に倒れて
はくれない。
2人とも1本、2本を倒すの

が精一杯で、この勝負は時間切
れドローに終わるのでは…と思
われたが、何と11投目に本間
プロが奇跡のクリア！　三番勝
負は2勝1分けで本間プロが勝
利して面目を保ち、安どの笑顔
を見せた。
一方、笑顔で対決を楽しんで

いた聡太くんは、敗北が決まる
と一転、無言のまま両目に大粒
の涙を浮かべて悔しさを露に。
その表情がまた愛らしく、思わ
ずもらい泣きした（!?）ご婦人
方も少なくないだろう。
　　年、ボウリングは「安近
　　な」コンテンツとしてテ

レビのバラエティー番組に重宝
されている。取り上げられ方に
もよるが、ビギナー開発という
観点から見れば、これほどあり
がたいことはない。地上波の電
波に乗る番組には「たまたま見
ていた」という視聴者が、常に
多数存在するからだ。
ＳＮＳの普及で、どんなマイ

ナーなジャンルでもヘビーユー
ザーには容易に情報が届く世の
中になった。だが「たまたま見
てハマった」というような、前
段階のきっかけがなければヘ
ビーユーザーも生まれない。
『ジャンクＳＰＯＲＴＳ』にお
ける今回のボウリング対決は、
間違いないなくビギナー開発の
一助となったはずだ。

去る8月16日に放送されたフジテレビのスポーツバラエ
ティー番組『ジャンクＳＰＯＲＴＳ』内で、“天才キッズ VS
美人プロボウラー”と銘打ったボウリング対決が実現した。
トリッキーなガチンコ三番勝負が全国のお茶の間を大いに沸
かせたが、「残念ながら見逃した」というボウリングファン
のために、対決の模様を紙上再録！

▲解説の姫路、対戦者の本間両プロ
　とソーシャルディスタンスを保って
　記念撮影（父・武氏のFacebookより）

▲おかだ・ひろあき／1963年3月13日生まれ。北海道出
　身／1997年日本ボウリング場協会入局。2010年から
　事務局長、2012年から専務理事・事務局長

ＦＯＣＵＳ ＵＰ① 天才キッズと美人プロボウラーがガチンコ対決！　キミは『ジャンクＳＰＯＲＴＳ』を見たか？

ＦＯＣＵＳ ＵＰ② 岡田大明ＢＰＡＪ専務理事に聞く、新型コロナウイルス渦中のボウリング界の今
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いまだ収束の見えない新型コロナウイルス禍
に、経済は大きなダメージを受けているが、ボ
ウリング業界もまた例外ではない。ボウリング
場の現状や、この難局をどう乗り切ろうとして
いるのかを、公益社団法人日本ボウリング場協
会（ＢＰＡＪ）の岡田大明専務理事・事務局長
にお聞きした。

例年は6月にＢＯＷＬＥＸと
いう形で、ＢＰＡＪ全国大会と
ともに定時総会が行われてきた
が、コロナ禍で大会は中止に、
定時総会は延期になっていた。
「所管の内閣府から、今年は
定時総会の時期をずらしてもい
いという通達があり、先延ばし
になっていましたが、8月6日
に品川プリンスホテルで開催し
ました。密を避けるために、最
小限の理事・監事の方だけに出
席していただいて、それ以外の
代表者には書面議決書を提出し
てもらうというような形になり
ました」
地域差はあるが、多くのボウ

リング場が約2カ月間の休業要
請に応じ、営業再開後も、感染
予防のガイドラインに沿ったさ
まざまな制約、足かせのなかで
の営業を強いられている。
「日場協でも感染防止のため

のガイドライン
を、経済産業省
の指導の下作っ
ていますが、現
場からの声で多
いのは、投球時
のマスクの着用
の義務化を外し
てほしいというのと、1レーン
空けて、しかも1レーンに入る
人数が制限されているのを緩め
てほしいということです。本来
は8月に入ったら、イベントや
ライブなどの観客の人数制限が
緩和されるのに伴って、日場協
のガイドラインも見直しましょ
うということでしたが、感染者
数が増え続けていたので、5月
に作ったガイドラインがそのま
ま今も生きている形です。一度
には無理でも、少しずつでも緩
めてもらえるように調整中で
す」
マイボウラーに限っていえ

ば、9割方は戻ってきているそ

うだが、一般客の足がなかなか
ボウリング場に向いていないよ
うだ。とくに大きな収益源であ
る企業のコンペや子供会など、
団体予約がほとんどゼロに近い
状態が続いている。

「会費が負担になっているこ
ともあって、退会をするセン
ターも出てきています。日場協
としても7、8月の2カ月分の
会費は免除にすることを決定し
ていますが、それ以降も減免し
てほしいという声が多いです。
9月にオンラインで事業委員会
と理事会が行われますが、そこ

で事業費をどれだけ削れるか、
どれだけ会費をバックできるか
を具体的に検討することになる
と思います。一方で中里（則彦）
会長の考え方もそうですが、こ
ういう時期だからこそ、協会と
してある程度事業はやるべきで
はないかという意見もありま
す。お金をかけてというよりも、
センターにお客さんが来てもら
うための、フリータイムの企画
などを模索することになると思
います」
ＢＰＡＪの全国大会に続い

て、宮様チャリ
ティー大会の中
止も決定するな
ど、事業の中止
や縮小が続くな
か、協会が例年
発表している長
寿ボウラー番付
は、今年もすで
に集計が終わ
り、間もなくポ
スターも出来上がるそうだ。
「番付の掲載人数も、今年は
さすがに減るだろうと思って
いましたが、増えているんで
す。なにしろコロナでは最も
注意しなければいけない高齢
者の方たちが対象なので、ボ
ウリング場さんも細心の注意

を払いながらだと思いますが、
前向きに取り組んでくださっ
て、少しですが、昨年を上回り
ました」
リモートワークの普及など働

き方の変化や、マスクや手洗い
の習慣化はもちろん、無意識の
うちにソーシャルディスタンス
をとるなど、新型コロナウイル
スによる社会変化、行動変容は、
われわれの日常を大きく変えて
いる。
「コロナが収束しても、そう
した変化がコロナ以前に完全に

▲聡太くん（円内写真）と本間プロが対決した障害物レーン（日本ボウリン
グ場協会のFacebookより）

戻るとは思えないです。ボウリ
ング場の営業もそうですし、ボ
ウラー団体の大会の形なども変
わるのかもしれない。だからウ
イズコロナと同時に、今からア
フターコロナの戦略も練ってお
く必要があるのかもしれないで
すね」

近

▲昨年名古屋で行われた総会風景。今年はコロナ対策
　で、本人出席はわずかに14名だった

制約があるなかの営業

with コロナの先も…
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